
写真提供／酒井礼子氏（長岡市山古志虫亀）
E-mail : ngt111410@pref.niigata.lg.jp

　南蛮山・大峰山から産出する安山岩の通称。これらの山から良質な、
安山岩が産出し、埋蔵量は 1,000万立方メートルともいわれた。最初に
墓標やかまど用として採取されたのが釜沢地内だったので「釜沢石」と
呼ばれるようになり、美しく、柔らかで細工がしやすいため、石仏や灯籠、
神社の敷石などに使われてきた。
　最盛期には数百人の石工が山からの切り出し作業を行っていた。
　二十村郷には、この釜沢石を使った石仏が多く残されている。

新潟県長岡地域振興局
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釜沢石

　如意輪観世音を本尊とした三十三観音像と行基菩薩像、大黒天像
の三十五体の木造は、木喰上人が二回目の越後巡礼の際に、小栗山に
滞在し、彫り上げた。
　火災により焼失した観音堂が再建された時で、その中に安置する仏と
して、銀杏の大木からわずか一ヶ月で刻んだといわれている。
　木喰の作品は、微笑仏と称されるように、ふくよかな頬、団子鼻、山な
りに曲がる眉、大きく弧を描く目、笑みをたたえる口元などが特徴である。
　毎月十七日に開帳されるが、それ以外の日の拝観は要予約。
（0258-59-2857　坂詰さんへ）

小栗山観音堂の木喰観音
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如意輪観音

六地蔵

薬師如来

十一面観音

　「偉大なる勢力を得たも
の」の意を持つ菩薩で智
恵を授けるといわれる。像
容は正面に宝瓶をつけた
宝冠を被り、合掌する姿が
一般的。
　月待信仰の二十三夜の
主尊として女性に広く信仰
された。

　男神と女神が仲睦ましい姿で
並ぶ道祖神は、人々の生命・財
産を護り、子孫の繁栄をつかさ
どる身近な神様。　
　疫病神や災いなどの侵入を
防ぐため、集落界に置かれたも
のが多い。

　庚申の晩に集まり夜を明かす
行事の記念碑、庚申塔の主尊仏。
　庚申の晩に人が眠ると、三尸
の虫が抜けだして天に昇り、天帝
にその人の罪過を告げ、生命を
縮めようとする。その夜は、三尸の
虫が出れないよう、眠らずに夜を
過ごす、健康長寿を願う信仰で
あった。
　忿怒相、六臂に武器などを持
つものが一般的。上部に日輪、月
輪を、下部に三猿（二猿もある）、
二鳥を刻した物もある。

　右手に悪魔を断ち切る
剣を握り、左手に人を引き
寄せたり、悪魔をしばるため
の羂索を持ち、光背が火炎
になっているものが一般的。
　かつての山岳修行者が、
この仏を感得しようと山に
入り、滝に打たれて修行し
たことから、水と関わりを持
つ場に祀られることが多い。

　頭上に十一の顔を持って
いる変化観音のひとつで、利
財増宝、天災予防、獣虫害予
防、長寿の功徳があると言わ
れている。
　一般的には、二臂で右手
が施無畏印（右手を開いて、
掌を外に向け、肩の辺に上げ
る、全ての畏怖を除き、衆生に
安堵を与えることを示す）、左
手に蓮華を挿した瓶を持つ。

　衆生の病気を除き、安楽に菩提を
得さしめることから、薬をつかさどり、
万病を治す仏として信仰を集めた。
　像容は両手で薬壷を捧げ待つか、
左手上に薬壷を持ち、右手は施無
畏印を結ぶものが一般的。

　どこでも意のまま（如意）に出現
して衆生を救済する観音。
　一面二臂（腕）、四臂、六臂がみ
られ、座像で右膝を立てて、右手
を頬にあてた形が一般的。
　その優美な姿から、江戸中期以
降、女性の熱烈な信仰の的となり、
十九夜塔、二十二夜の主尊、墓標
として造立された。

　六地蔵は、地蔵・餓鬼・畜生・修羅・人間・天上
という六道を輪廻転生する衆生を救済するとされ、
六道に一体ずつを配した信仰は室町時代以降盛
んになった。如意輪観音を中央に配する形は、本
地域ではよく見られるが、女人救済をあわせて祈
願するものだろうか。
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三味線石

薬師堂と追分地蔵

　妙龍神社は江戸で精米業を
営んでいた濁沢出身の小幡助
左エ門が、濁沢の妙ガ谷に棲む
大蛇から『自分を神に祀ってくれ
たら諸人を災難から救い守ろう』
と夢の中で告げられ、故郷の地
に寛政五（1793）年に建立した。
　その八年後、今度は伊夜日子
大明神が夢枕に立ち、『おまえが
建てた妙龍神社に、全国の一の
宮を祀れば、全ての人が幸せに
なるだろう』と告げた。助左エ門

は、妙龍神社の両脇に、全州六
十八の一の宮の名を刻んだ一
対の碑を建てた。全国の一の宮
へ参詣したご利益があると、遠く
からも多くの人々がやって来たと
いう。
　「一の宮碑」は社殿の真横に
安置されており、今も「越後国伊
夜日子大明神」など、六十八州
の一の宮の神名がはっきり読み
取れる。
　（参考：小高友一氏作成資料）

　ケヤキの大木の近くにある巨
大な三角形の石が「三味線石」だ。
　その名の由来が、昔話として
語られている。
　昔、虫亀に利兵衛という強欲
な金貸しがいた。
　ある吹雪の晩、二人の瞽女さ
んが旅の途中で、疲れ果てて、利
兵衛の家の前で休んでいた。と
ころがこれを見つけた利兵衛は、
剣もほろろに追い出した。二人
の瞽女は仕方なく、吹雪の中を
とぼとぼと歩いたが、ついに動け
なくなった。最後の力を振り絞っ

て、二人は三味線を取り出し、
「かどづけうた」を弾きはじめ、そ
の音は吹雪の山にしばらくの間、
響き渡ったが、ふっと止んだ。そ
のとき、山から大きな石が二人の
上に落ちた。
　それ以来、吹雪の晩には三味
線の音が聞こえてくるようになり、
村人は瞽女の祟りと恐れた。利
兵衛は心から悔い改め、これま
での貸し金を全部帳消しにし、
仏の利兵衛と呼ばれるように
なったそうだ。

　旧榎街道は、長岡へ通じる大
切な路だった。牛や馬が通れる
ように整備され、人々は、山の産
物を積んで長岡へ向かい、海産
物や生活用品を持ち帰った。
　この街道は、100～200メート
ルおきに石仏が立ち並ぶ、いわ
ば「石仏の路」でもある。
　虫亀の集落のはずれから、濁
沢方面へ進むと、三股の大杉が
そびえ立ち、その前に五十嵐家
（屋号「磯右エ門」）の十数体の
石仏が並ぶ。
　左端の、像高約1.5メートルの
大地蔵様は、子供の夜泣きにご
利益があるという。
　如意輪観音、六地蔵、双体道
祖神などが並ぶが、衣冠束帯姿
の像は「いするぎさん」と呼ばれ
る疫病封じの神様で、別名「ころ

り様」ともいう。『長患いをしない
でころりと往生したい』とう切実
な願いが叶うと、毎月十九日の
命日にお参りする人が多い。
　（五十嵐なつ子氏から聞き取り）
　この石仏群の後方に広がる平
らな土地が、滝澤馬琴の「南総里
見八犬伝」に描かれた闘牛場の
モデルとなった地であるといわれ

ている。挿絵「越後州古志郡二
十村郷闘牛図」に描かれた闘牛
場の背後の山や地形の様子がこ
の土地とそっくりなのだという。
　（酒井省吾氏から聞き取り）

　高龍神社から竹之高地へ向
かう途中にあるコンクリートの祠
の中に、色違いの六地蔵が並ぶ。
　５００メートルほど上流にある
「川しろ」と呼ばれる地に祀られ
ていたもので、大震災で路が通
行不能となり、現在の場所に移
された。
　地元旅館の宿泊客向けガイド
ブックで、次のように紹介されて
いる。
　「高龍神社の奥の院に歩い
て行く途中、岸壁道の上に岩
入江があり、張り出した岩の下
に六つの地蔵が或る。今では
考えられないが、天明の大不
況の頃、多く生まれて来る我が
子ではあっても、貧しさと飢え
に負け、だれとなく、泣く泣く我
が子をあの岸壁に置きざりにし

て帰ったとか。後年になって村
に住む人が話を聞いて、その
子らの供養にと地蔵尊を六つ、
今石像が並んでいる。（諏訪和
夫氏編、『蓬平温泉郷』、蓬莱館
福引屋、平成四年一月）」

　色違いの石を選んで造らせた
のであろう。亡くなった子らの冥
福を祈るやさしい思いが伝わる。

　蓬平の中心にある観音堂は、
田中家（屋号「忠八」）の六代前
の先祖が、夢で観音様のお告げ
を受け建立した。
　馬頭観音を主尊として聖観音、
千手観音を祀り、当時の主要な
産業であった養蚕業の守護を
願った。
　かつての観音堂は茅葺き屋
根で、背後の山の中腹にあった。
堂のそばに庵が設けられ、中に
多くの石仏が並べられていた。
　昭和の初め頃、石仏とともに
現在地に移された。
　如意輪観音、弥勒菩薩、虚空
蔵菩薩、双体道祖神、善光寺三
尊仏、千手観音菩薩など、ここに
は多くの種類の石仏が並ぶ。
　髪を角髪に結い、柄香炉を持

つ小さな像は、聖徳太子が父の
用明天皇の病気平癒を祈った
十六歳の姿とされる「孝養太子
像」だ。聖徳太子は、世界最古の
木造建築である法隆寺を建てた
ことから、大工、石工などの職人
集団に崇められた。大工であっ

たという願主とは縁の深いもの
であろう。
　毎年、五月十六日、十一月十
六日には、観音堂が開帳され、
田中家に代々伝わる曼荼羅絵
なども披露されるという。
　（田中賢一氏から聞き取り）

　虫亀から金倉山に向かう途
中に、悲しい母の物語が伝わる
薬師如来の御堂がある。
　ある人が、雪の日に峠を越え
ようとしたが、深い雪に往生し、
お堂で一晩過ごすこととした。
　夜中に天井板の一枚がはず
れ、真っ白な足が上からぶらさ
がってきたかと思うと、幽霊のよ
うな女が降りてきたという。幼子
を亡くした母親が、あきらめきれ
ず、亡骸を抱いて屋根裏に潜ん
でいたのだ。人目を避けたのか、
あるいは、薬師如来の霊験を頼
りに蘇生を願ったものだろうか。
　（広井忠男氏調査）
　薬師堂付近は、眺望が開け、
棚田や養鯉池が連なる景観を
一望できる。

　そばに、石碑・石仏が並ぶが、
そのひとつに、「右ハやまみち」、
「左ハこぐりやま」と刻まれた追分
地蔵がある。左後方が小千谷市
首沢に通じる昔の峠道である。
　この追分地蔵、泥棒に盗まれ
たことがある。ところが、虫亀の
出身者が、関東地方のある邸宅
を訪れた際、その庭に見覚えの
ある地蔵が立っているのに気が
ついた。幼い頃から見慣れた追
分地蔵であることは疑う余地は
なかった。
　地蔵は元の場所に戻り、また
道案内をすることになった。
『地蔵様が戻りたいと、故郷
の者を呼んだ』という
人もいる。
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　県道虫亀南荷頃線の虫亀と
首沢の境界に、昔の峠道の一部
が残り、お稲荷様と三十三所観
音が祀られている。
　「宮の三十三番」と呼ばれる
三十三体の観音仏は、川上家
（屋号「宮」）が守り継いできた。
　川上正人氏より伺った。
　『何代前とか、どこのお寺で
あったかは不明ですが、先祖に

寺男を務めた者がいて、西国三
十三カ所札巡りをして郷里に戻
り、あの三十三体を祀ったそうで
す。街道沿いにわざわざ十間ほ
どの細長い土地を買ったそうで
すから、どうしてもあの場所に観
音様を納めたかったのでしょう。
　毎年、お盆前には家族総出で
草刈りをして、お稲荷様には油
揚を、観音様にはろうそくを供え

ています。
　震災のときは、後ろ側へ転げ
落ち、一体一体、運びあげるのが
大変でした。』
　像高は50センチメートルほど
で、ほぼ１メートル間隔で同じ方
向を向いて並んでいる。光背に
それぞれ番号があるが、石工の
意図か、様々な位置に隠文字の
ように刻まれている。

　金倉山の南麓に黒倉平があ
り、ここに奈良時代に中江町とい
う繁華な街があった。市場も遊
郭もあったというから当時として
はかなりの規模であったと思わ
れる。白岩の断崖に信濃川が迫
り交通の難所だった時代、長岡
以北の人々はここを経て魚沼か
ら関東へ向かった。
　物流の必然からここに繁華な
街が形成されたのだった。
　それが、大同二(807)年、つま

り平安時代の初期に大規模な
地滑りが発生し、町は潰滅する。
多くの伝説があり、発掘物も出
土している。（中略）
　金毘羅山を下山し、東に百
メートルほど進み黒倉平に入る
と「お不動様」と呼ばれる、山清
水湧く巨巌がある。かつて一切
を背で負って運搬した時代、街

道のところどころに「休み場」と
言って、背をもたせかけて休む
山坂の段切りがあり、往来する
人はお不動様の清水が飲めるよ
う茶飲み茶碗がいつも用意され
ていたものである。
　清水の脇には不動明王と薬
師如来の二体が立つ。なかなか
いい彫りであり、年代も古いと思
われる。巨巌の上は平たくなって
おり、ここには間違いなくお堂が
建っていたはずである。広さ十
畳くらいか。地名も「堂の裏」と今
も呼ばれている。良質の飲料水
もあったため、良く拝まれた二体
の石仏といえる。（広井忠男氏
「越後二十村郷小栗山村の石仏」
『石仏ふぉーらむ』第７号、2005年、
新潟県石仏の会より抜粋）

 小栗山に「泥棒七の墓」という
供養塔がある。
　大泥棒「七」が小栗山で捕まり、
この地で刑罰を受けることとなっ
た。各地で大罪を重ねてきており、
許し難いということで、地中深く
掘られた穴に生き埋めにされる
ことになった。
　村人が七に『最後に何か一つ
だけ望みを叶えてやろう』といった
ところ、『もう一度、甘い小豆餅を
食べて死にたい』と答えたという。
　情け深い村人達は、死を目前
にした大泥棒のために、わざわ

ざ餅を搗き、小豆を炊いて食べ
させた。さらに、埋められた跡に、
地蔵尊を彫った供養塔を建てて
やったという。 
　（広井忠男氏調査）
　厚みのある舟形光背に、一体
の地蔵尊が中心より右側に彫ら
れたアシンメトリー構造の像だ。
光背に天保十三（1842）年とあ
り、これが処刑された年だろう。
　この供養塔、道路改修などの
影響で数度の移転を繰り返し、
現在は福生寺の墓地の一角に
収まっている。
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～金倉山周辺をめぐる～
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新潟県長岡地域振興局


